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お知らせ 後代検定にご協力いただく家畜人工授精師の皆様へ

令和８年度の調整交配期間は次の通りです。期間中の交配をよろしくお願いします。

○ 全共１区とは

和牛集団の遺伝的多様性の維持・拡大にむけて、系統の特色ある
遺伝子を保留・固定していくための種雄牛の造成を目的とした出品
区です。

〇 これまでの取組状況
（１）候補牛生産の取組

広島県では、広島固有の血統である「３８岩田系」の「仁義
烏」・「神竜粋吹」と、「花勝百合」を父に持つ育種牛との交配に
より、候補牛の生産に取り組みました。

その結果、令和８年１～２月に県内農家と畜産技術センターで計
５頭の種雄牛候補が誕生しました。今後、巡回調査を行い、選定し
た候補牛を畜産技術センターに導入し、全共出品に向けて育成・調
教を行います。

（２）全共出品に向けた取り組み
全共では、約19ヶ月齢の種雄牛を出品するため、高い調教技術

が必要となります。そこで、畜産技術センターでは初めての取組と
して、令和８年２月に全共を模した調教講習会を開催しました。
11～15ヶ月齢の若雄牛４頭を引出しし、日ごろの調教成果や課題

を確認しました。また、全農広島県本部のご協力により、本番さな
がらの審査・講評をしていただき、全共本番に向けて機運を高める
ことができました。

今後も引き続き、種雄牛ニュースで取組状況を紹介していきます！

北海道全共 1区（若雄の区）の取組状況

藤花姫（花勝百合×福之姫） 交配期間：４月１日～７月31日

花重永（花勝百合×百合茂） 交配期間：５月１日～８月31日 藤花姫 花重永

気高系

仁義烏 神竜粋吹

38岩田系

畜技Cで生まれた候補牛

若手職員による調教成果や課題の確認

※全共公式HPより転載

ベテラン職員による調教指導

全共本番を想定した審査
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